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生物 の集 団運 動
阪大基礎工 鈴木良次,坂井澄子
生物は同 じ種類の仲間が集って ｢社会 ｣をっ くって生活 している｡鳥や晴乳類にみら
れるように,多 くの場合は,生れるとともに親たちがすでにっくっている社会の一員と








は,前述の ｢組織 された社会 ｣とは違って,群の寿命は,構成員の寿命と等 しいか,あ























をなしJf=時に,群れとしても ｢頭尾 ｣の区別ができて泳ぎまわる状況 を説明するのに最
も適 していると考えられる｡と同時に,これらの結果は,生物の集団運動に共通にみら.
れる論理 を明らかにするのにも役立っている｡
-様な非線型場における大域的特性
阪大基礎工 佐藤俊輔,小林欣吾
系の安定性という概念は様々な分野で重要である｡この概念は時間的に変化する変量
の時間の極限での様相 を問題にしている｡空気中における振子の振動,ある制御系での
物質の流れ,化学反応におけるある物質の生成量,熱力学的量の時間的変化等を,時間
的に安定であるかtそうでないかという基準でながめることができるOこれらの現象に共
通 していることは注目している変量についての微分方程式 として時間的に記述されるこ
とである｡それは常微分方程式.偏微分方程式 ;1階またはそれ以上 ;1変数,多変数
の場合と種々の仕方で分類す争ことができる. また微分方程式で表わされない場合は差
分方程式の形で.これらの系の時間的変化-発展 (.evolution)を表現することができる｡
この分類の他に系は線型であるか,非線型で~ぁるがという分類をすることができる.系
-A37-
